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会長あいさつ
会　長：今、どこの市町でも議会の開会中でありまして、お忙しい中ではありますが、全員出席ということで大変うれしく思っております。これまでの理事会の経過については、お互い十分承知でありますけれども、特に当初の状況といたしましては１０ヵ市町村と三つの施設がございます。三施設の議長さんも含め市町村と議会のトップの構成で南廃協を組織してきた。南部では残渣を南部で処理するのではなく、那覇あるいは中部で処理しているところである。
   １０ヵ市町村と三施設が一つになって、広域で国の補助事業を受けて建設をして行こうと言う原点に立った形で組織を作り、その後、更に４部会を作って来ました。特にゴミと言うのは毎日出てくる物でありますので、一部に於いてはリサイクルも図りながらゴミの減量も進めていく事もやってきている。市民も減量目標等も作り各部会でやって来ております。これまでシンポジュウムも開き、多くの南部の皆さんのゴミに対するご意見も拝聴しながらやって来た。さらに毎月１回全世帯に「地域だより」という広報誌が配られています。
　　お互いの会議についても公開をし、さらにインターネットでも公開でやって来ている。また、マスコミ等もこの会議の状況を報道しており、南部の皆さんも十分に知っていることと思う。この南部の最終処分場につきましては、お互いの地域のみならず、全県下が注目していると思う。そう言うことでの理事会でありますのが、傍聴席にも数人の方々がおられますが、議事進行に支障がある発言があった場合は退場していただきますので、ご協力お願いします。以上申し上げて、この施設は是非必要なもので何処かにどうしても作らなければならない状況、さらに私も、これまで舵取り役としてやって来たが、誰かが先頭を切ってこの仕事をやらなければならないと、言うふうに思ってやっております。今日の会議は会長になったつもりで、ご協力をお願いし進めたいと思います。
　それでは議事に入ります。

日程第一号　　報告第一号　候補地選定比較表について
事務局から説明お願いしたい。
事務局：（比較表について説明　　資料・・１）

理　事：この二ヵ所の区域について説明が入っているが、議題には候補地選定の比較表について、となっている。比較表の説明が先になるのではないか。
理　事：会長、その前に二、三確認したいことがある。

会　長：今、日程第一号を審議しているところだ。意見があったらその後で・・。
理　事：会長、動議があるなら動議として提示して欲しい。

会　長：議事進行します。
（事務局つづけて説明　　資料・・１）及び、地下ダムについて総合事務局との協議結果を報告。
会　長：只今、候補地選定比較表について説明があったが、質疑を受ける前にお互いの前には選定部会があるので、各市町はすでに報告を受けていると思う。今の報告に対して質疑等があれば受けたい。

理　事：事務局にお尋ねしたいが、候補地選定の事についてだが、糸満市においては平成１７年７月から、南廃協事務局が動いて、その前の２月には大度区に南廃協が動いている。我々の市長も前から言っている通り、候補地を白紙に戻す前に公募制にすべきと言うことだったが、第一部会の方で公募はしないと、事務局から理事会に報告されて、そのまま公募はしないと言うことになっている。まず、候補地の現状を１０ヵ所あげているが、これを事務局任せに検討して、我々理事はこの１０ヵ所のうち糸満市以外は見に行った事がない。

　　まず、事務局長に聞くが、大度区が６番、７番あるが、その①は５月２２日までに返事をすると言うことで、事務局長が多分会いに行ったと思う。地主と会ってその地主は手を上げた。その後地主のところへ事務局長が出向いて、今回の候補地については下りてくれないかと言った。二ヵ所に絞って、もし２ヵ所が駄目だったら公募にしますので、その時に手を上げてくれ、と言った。事務局長、それを言ったかどうか確認したい。
事務局：今のご質問は６番の大度①の件と思うが、これは話しがあったのは、管財者の方が取り組みたいとの話しがありまして、その後、全然連絡がなかったので、こちらからどうしたかと言うと会いたいというので会った。その時、５月の２２日までは意向を示すからと言われた。それで６月２日に来まして、大度①の近くに晴明病院があります。我々もそれを懸念していたので、そことの話し合いが大事だと申し上げた。向こうは合意しているので会って貰いたいと言うので、６月２日に会った。晴明病院は、私たちを受け入れるどころか、出直して来いと言われた。

その後、どういう物をどう配置するか、レイアウトを書いてくれと言われて、コンサルに縮図を書いて出した。そしたら、晴明病院に接した所でしか１５０ｍの被覆型最終処分場は作れないと言うことだったが、晴明病院からは、ここから５０ｍ離してくれと言う。そうすると我々が候補地としている所は建設地がなくなると言うことを申し上げた。晴明病院から提案があったのは、病院から離れたずっと向こうに作ってくれと、これは建物の構造上出来ない。結局、病院は納得しなかった。
　そして６月７日に管財人を呼んで、皆さんは晴明病院は了解していると言っているが違う、と言ったが地主は絶対に下りてくれない。大丈夫作らせますと言う。相当ねばられたが、こういう状態では理事会に上げられない、大体合意形成が出来ていない所には、我々は出て行けないと申し上げた。公募制云々を申し上げたのは事実だ。現在、受け入れてもいいと言っているところは、糸満市上里区と大度の②がありますと申し上げた。もしこの二つが何かの要因で白紙に戻ったら皆さんの侯補地もしっかりと出てくるでしょう、と申し上げた。公募制にするからとは言っていない。
理　事：公募制にすると話したと言っているのに、今はまた話していないと言うのか。

事務局：南廃協が１８日に決定する、これが何らかの形で決まらないとか、南廃協の事業が破綻した場合は、公募制をとるかどういう形になるか分かりませんが、皆さんが応募出来る状況も出て来るだろう、と言った。

理　事：皆さんは理事会でも公募はしないと決めたのに、その人を下ろすためにそんなことをするのか。
会　長：話しを元に戻すようなことはしないで欲しい。理事会で公募はしない、誘致を優先すると決めている。
理　事：今、事務局から説明があったが、病院側から５０ｍでも大丈夫と言われて地主は地図を示して、もっと東側に寄せられると言っている。
理　事：玉城さんが言うことは、大度区の①も候補地に入れてくれと、要望しているのか。
理　事：いま南城市の市長が言うように、大度区の①も候補地に入れてくれと言うのは、あなたの要望か。

理　事：大度区①も事務局が地権者と会って手を上げさせている。どういう理由か分からないが、今度も事務局が行って下りてくれと言っている。二ヵ所が駄目になった場合、公募制にするからその時に手を上げてくれと言われたと言って二ヵ所が駄目になったら候補地にすると言っている。なぜ事務局が下ろしたのか疑問だ。

会　長：事務局からは上里区と大度の②が報告されている。大度区の①のことになっているので休憩する。

（休　　憩）

会　長：再開いたします。
先程、事務局の方から説明があった候補地の選定比較表について、休憩を入れて疑問等について審議をやったが、それ以外に疑問があったらどうぞ。

（進行の声）

日程第二　　議案第一号　　候補地の決定について

会　長：よろしいですね、進めますよ。

　日程第一は報告ですので進めます。日程第二、議案第一号　候補地の決定について、を議題とします。第一部会の審議の状況を説明して下さい。
事務局：（資料　　２　により説明）

第一部会の決定事項と部会における糸満市助役の発言要旨を読み上げる。

会　長：日程第二、議案第一号　候補地の決定について、第一部会からの報告がありました。第一部会からの報告の通り決定してよいか。
（異議なしの声）

理　事：我々はこの決議に同意出来ないので、退席したい。
会　長：組織の問題がある。退席は許されない。

理　事：市民を裏切った形では同意出来ない。議会も全会一致で反対決議しているので採決には加われない。

理　事：いま崖っぷちに立っている。私は命を懸けてやるつもりはあるかと言ってきた。退席することは逃避だ。
理　事：もっと時間をかけるべきと言ってきた。いまの状況で決定されても、これでは市民に説明して納得させる自信がない。

会　長：ゴミの切迫した現実を理解しているか。残渣をストップされたらどこへ持っていくか。時間をかけるのであれば糸満市が責任を持ってやるか。
理　事：採決して下さい。

会　長：よろしいですか。組織ですから糸満も最後まで座って居てください。休憩します。

（休　　憩）

再開いたします。

日程第二、議案第一号　候補地の決定について、上里区と大度区を総合的に比較検討した結果、全会一致で糸満市大度区が建設可能と判断されたと言うことで報告があったが、その通り決定してよいか。
（異議なしの声）
会　長：議案第一号　　候補地の決定については、報告の通り全会一致で決定しました。さらに、南廃協を構成する市町は、周辺地域の合意形成や糸満市当局を始め市議会に対し、一丸となって理解を求めていく、と言うことを付帯決議事項としたいと思います。
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